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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、企業収益や雇用情勢が改善する中で、個人消費が持ち直しているな

ど、景気は緩やかな回復基調で推移しました。一方、当社グループを取り巻く事業環境は、主原料価格の上昇に加

え、副原料や資材も値上げが鮮明になっており、鋼材販売価格の引き上げに取り組んでいるところです。

このような状況のもと、当社グループは、長期的な国内市場縮小に耐え得る事業基盤の構築と今後の持続的な成

長を目指し、中期経営計画（平成28年度～平成30年度）に沿って、各部署において細分化された施策効果を達成す

べく、全社一丸となって着実に取り組んでまいりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高356億52百万円(前年同期比77億79百万円増)、営業

利益17億54百万円(前年同期比３億74百万円の増益)、経常利益18億８百万円(前年同期比３億56百万円の増益)、親

会社株主に帰属する四半期純利益14億４百万円（前年同期比43百万円の増益）となりました。

当第１四半期連結累計期間における各セグメントの業績は、次のとおりであります。

鉄鋼につきましては、前年同期に比べて鋼材販売数量が増加し、鋼材販売価格も上昇したことにより、売上高は

増収となりました。収益面では、主原料であるスクラップや購入鋼片の価格が前年同期に比べて上昇したことや、

電力コストが増加したことによるコストアップなどがありましたが、鋼材販売価格の上昇や鋼材販売数量の増加に

伴う効果が上回ったため増益となりました。これらの結果、売上高は352億83百万円(前年同期比78億８百万円増)、

経常利益は17億14百万円(前年同期比３億36百万円の増益)となりました。

エンジニアリングにつきましては、ほぼ前年同期並みの収益となり、売上高は２億15百万円(前年同期比21百万

円減)、経常損益は22百万円の損失(前年同期比16百万円の増益)となりました。

不動産につきましては、賃貸収入を中心に安定した収益を確保し、売上高は１億54百万円(前年同期比７百万円

減)、経常利益は１億11百万円(前年同期比26百万円の減益)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、1,186億42百万円となり、前連結会計年度末と比べ27億41百万

円増加しました。これは主として、現金及び預金が減少しましたが、受取手形及び売掛金、電子記録債権ならびに

たな卸資産（商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品）が増加したことによるものであります。

負債については、448億71百万円となり、前連結会計年度末と比べ14億63百万円増加しました。これは主として、

未払法人税等および賞与引当金が減少しましたが、支払手形及び買掛金ならびに電子記録債務が増加したことによ

るものであります。

純資産については、737億70百万円となり、前連結会計年度末と比べ12億78百万円増加しました。これは主とし

て、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上したことによるものであります。

決算短信（宝印刷） 2017年07月27日 18時33分 2ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社中山製鋼所(5408) 平成30年３月期 第１四半期決算短信

― 3 ―

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、東京オリンピック・パラリンピックに向けた都市開発関連の需要や自動車・機械

生産の増加などが期待されるものの、米国での保護主義的な動きによる影響や不安定な主原料価格の変動などの懸

念も残っております。

このような情勢の下、当社グループは、第２四半期連結会計期間におきまして、鋼材販売数量は期初の想定を下

回る見込みでありますが、鋼材スプレッド及びユーティリティコストは期初の想定より改善する見込みであり、当

期間の利益は期初予想を上回る見込みであります。一方、通期業績予想につきましては、下期以降の不確定要素が

大きく、事業環境を現時点で見通すことは困難であるため、上期業績予想の修正分のみを加味した数値に修正して

おります。

以上の状況を踏まえ、平成30年３月期の連結業績予想につきまして、第２四半期（累計）は、売上高705億円、

営業利益31億円、経常利益31億円、親会社株主に帰属する四半期純利益24億円を、通期は、売上高1,440億円、営業

利益57億円、経常利益56億円、親会社株主に帰属する当期純利益43億円を見込んでおります。

当社グループといたしましては、中期経営計画の基本方針に基づき、諸施策を着実に実行し、収益を向上してま

いる所存であります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,208 20,470

受取手形及び売掛金 28,932 29,685

電子記録債権 1,749 2,222

商品及び製品 9,104 9,220

仕掛品 2,247 2,317

原材料及び貯蔵品 7,340 9,666

繰延税金資産 767 681

その他 1,487 989

貸倒引当金 △70 △75

流動資産合計 72,767 75,177

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,058 4,092

機械及び装置（純額） 7,249 7,319

土地 23,959 23,959

その他（純額） 1,138 1,230

有形固定資産合計 36,406 36,601

無形固定資産 196 191

投資その他の資産

投資有価証券 3,740 3,914

差入保証金 1,752 1,752

その他 1,092 1,050

貸倒引当金 △54 △46

投資その他の資産合計 6,530 6,671

固定資産合計 43,133 43,464

資産合計 115,900 118,642
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,243 19,381

電子記録債務 440 1,264

短期借入金 2,974 2,950

1年内償還予定の社債 42 42

未払金 1,340 1,870

未払費用 1,152 1,344

未払法人税等 557 139

賞与引当金 697 359

解体撤去引当金 63 178

その他 442 600

流動負債合計 26,954 28,131

固定負債

社債 237 237

長期借入金 6,456 6,709

繰延税金負債 3,155 3,394

再評価に係る繰延税金負債 1,113 1,113

環境対策引当金 566 534

解体撤去引当金 737 602

退職給付に係る負債 2,319 2,318

負ののれん 745 698

その他 1,122 1,131

固定負債合計 16,453 16,739

負債合計 43,408 44,871

純資産の部

株主資本

資本金 20,044 20,044

資本剰余金 7,826 7,826

利益剰余金 40,901 42,035

自己株式 △772 △772

株主資本合計 67,999 69,133

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,528 1,656

繰延ヘッジ損益 △0 △0

土地再評価差額金 3,134 3,134

退職給付に係る調整累計額 △170 △153

その他の包括利益累計額合計 4,493 4,637

純資産合計 72,492 73,770

負債純資産合計 115,900 118,642
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 27,873 35,652

売上原価 23,939 31,090

売上総利益 3,933 4,562

販売費及び一般管理費

販売費 1,181 1,391

一般管理費 1,372 1,416

販売費及び一般管理費合計 2,553 2,807

営業利益 1,380 1,754

営業外収益

受取利息 7 8

受取配当金 44 47

負ののれん償却額 46 46

持分法による投資利益 12 4

その他 84 56

営業外収益合計 195 162

営業外費用

支払利息 53 40

賃借料 37 37

その他 32 31

営業外費用合計 123 108

経常利益 1,451 1,808

特別利益

固定資産売却益 4 0

特別利益合計 4 0

特別損失

固定資産除却損 14 1

固定資産売却損 126 -

特別損失合計 140 1

税金等調整前四半期純利益 1,315 1,807

法人税、住民税及び事業税 129 140

法人税等調整額 △176 262

法人税等合計 △46 402

四半期純利益 1,361 1,404

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,361 1,404
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 1,361 1,404

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △60 127

繰延ヘッジ損益 - △0

退職給付に係る調整額 19 16

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 △41 144

四半期包括利益 1,320 1,549

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,320 1,549

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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